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胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型・半固形型栄養剤）に係る 

研修および認定特定行為業務従事者認定証の取扱いについて（通知） 

 

 日頃から、本県の高齢者保健福祉行政の推進につきまして、格別の御配慮を賜り

厚く御礼申し上げます。 

今般、標記のことについて、厚生労働省の方針や本県および他都道府県での実施

状況等を踏まえ、令和７年４月１日より、下記のとおりとすることとしましたの

で、ご留意くださいますようお願いします。 

 

記 

 

１ これまでの取扱い（～令和６年度） 

（１）基本研修（演習）・実地研修について 

 ・ 経管栄養に関する手技（「胃ろう・腸ろうからの経管栄養」、「経鼻経管

栄養」の２手技）の研修については、「栄養剤の種類」による区別を設けて

いない。 

・ 「滴下型」栄養剤（以下「滴下型」という。）と「半固形型」栄養剤（以

下「半固形型」という。）のどちらの方法で研修を修了してもよい。また、

必要に応じて施設の看護師によるフォローを受け、「滴下型」及び「半固形

型」どちらの手技も実施可能となる。 

（２）認定証の記載について 

・ 実地研修で実施した手技にかかわらず「胃ろう又は腸ろうによる経管栄

養」と記載。 

 

２ 令和７年度からの取扱い 

（１）基本研修（演習）・実地研修について 

① 「半固形型」のみでの実地研修修了は不可とする。 

② 「滴下型」のみ実地研修を修了した場合は、「滴下型」のみ実施できる。

③ 「滴下型」での実地研修終了後、「半固形型」の研修を実施した場合は、 

いずれの栄養剤も取扱うことができる。 

④ 「滴下型」と「半固形型」の手技を合わせて実施する場合は、下記取扱い 

とする。 

・基本研修（演習）：「滴下型」及び「半固形型」いずれも５回以上実施

する。 

・実地研修：「滴下型」を１０回以上実施後、「半固形型」を実施し、合 

わせて２０回以上とする。 



⑤ 「半固形型」のみの栄養方法の利用者しかいない場合は、医師の指示を受

け利用者等の同意を得た上で、「半固形型」を注入する前に水分補給の形

で「滴下型」の手技を実施し、「滴下型」を実施したこととして評価を受

ける。ただし、もともと「滴下型」を使用している利用者の場合はこの取

扱いを認めないこととする。 

（２）認定証の記載について 

令和７年４月１日以降に実地研修を開始し、修了した者の認定証の記載は、

実地研修を実施した手技に基づき、次のとおりとする。 

① 滴下型のみ実地研修を修了した者 

→ 「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養（滴下型のみ）」 

② 滴下型および半固形型栄養剤の実地研修を修了した者 

→ 「胃ろう又は腸ろうによる経管栄養」 

  ※ ただし、実地研修を修了した喀痰吸引等行為に係る介護福祉士登録証の記

載については、登録事務を行う（公財）社会福祉振興・試験センターの取扱

いによるため、注意すること。 

  ※ 半固形型のみ実地研修を修了した者は、いずれの認定証も交付不可。 

（３）適用日について 

   令和７年４月１日以降に開始する基本研修（演習）および実地研修から適用

する。 

 

３ 令和６年度までに実地研修を開始し、修了した者の取扱いについて 

令和６年度以前に認定証の交付を受けた者については、従前の取扱いどおりと

し、認定証の書き換えは行わない（従来どおりいずれの方法でも実施できるもの

とする）。 

また、令和６年度までに実地研修を開始、修了した者が令和７年度以降に認定

証の交付申請を行った場合でも、従前の取扱いどおり、認定証の記載は「胃ろう

又は腸ろうによる経管栄養」とする。 

 

４ 取扱いの変更に係る経緯 

（１）「栄養剤の種類」による研修の取扱いについて 

「喀痰吸引等業務の施行等に係るQ＆A について（その２）（厚生労働省 平

成23年11月21日付事務連絡）」のNo.C29「胃ろう・腸ろうについて、半固形の

栄養法を実施する場合については、どのように取り扱えばよいか」について、

厚生労働省は「半固形の栄養剤を実施する場合には、通常の講義・演習・実地

研修に加え、別途十分な講義・演習・実地研修を実施し、安全性の検討後行う

ことが必要」と回答している。 

この下線部分「通常の」とは「滴下型」を指しており、「半固形型」での実

施が必要であれば、「滴下型」での研修を修了した上で、登録研修機関におけ

る「半固形型」での研修を修了するという想定であると、厚生労働省より回答

があったため。 

 （２）各研修における実施回数について 

これまで県では、経管栄養の手技について「基本研修（演習）」で５回以

上、「実地研修」で20回以上という規定のもと、栄養剤の種類による実施回数

を明確に定めていなかったが、今般、他都道府県での実施状況等を踏まえ、改

めて２（１）④の取扱いとして整理するもの。 
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研修方法の比較について 

 


